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研究成果の概要（和文）：工学研究科の専任教員が開発し教育学の研究者の評価助言を得ながら実施している演習と、
それに適用した新たな工学教育法、OJE: On the Job Education、の内容と効果の評価分析を行った。過去数年の報告
書等の実績の調査と教員や受講生や卒業生へのアンケートやインタビューを手段とした。工学の院生が、激変する社会
や産業界に柔軟に対応できるような、自律的な学びの態度を涵養する効果が明確になった。「プロセス重視」「すぐに
教えない」等の工夫や、教員団の演習課題の立案などのマネジメントが功を奏している。成果は書籍として出版しOJE
法を導入する際の検討材料となるよう、実施手順にも詳しく触れている。

研究成果の概要（英文）：An active learning program, named as OJE, on the job education, has been 
developed adjusting its contents for students of graduate school engineering, by undergoing evaluation by 
a professor working in the education. The evaluation was done by investigating documents compiled in 
these several years and by interviewing faculty and students including alumni. The results indicated that 
this method is capable to cultivate students’ attitude of autonomously learning, which is one of the 
most important talents required as the competency for the modern industry and society rapidly changing. 
Know-hows such as “not quality of the result but process” and “no immediate teach”, and the 
management in planning the program performed by the faculty are effective to provide the good 
performances. These research results were edited and published as a book, which may be a guide for those 
who would introduce this education method.

研究分野：工学教育

キーワード： アクティブラーニング　工学教育　PBL
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１．研究開始当初の背景 
大阪大学大学院工学研究科のビジネスエン
ジニアリング専攻（以下、BE 専攻）は、平
成 16 年に設置された新専攻である。専任教
員は全員工学研究科教員の前身を持つ工学
系研究者であり、修士論文研究は従来通りの
高いレベルを保ちながら、授業・演習の教育
プログラムには実践的演習を大きな比重で
取り入れて出発した。さらに本学の経済学研
究科の経営学系専攻のカリキュラムと連携
し、2 年間での工学修士号に加え、1 年間で
経営学修士（MBA）を取得できる仕組みをも
うけた。これらによって、経営的センスと社
会人基礎力を持つエンジニア・科学者の育成
を目指して来た。BE専攻では、高い専門力、
多様な主体とのコミュニケーションを通じ
ての行動力、社会理念の構想力とそれらを踏
まえた強い意志決定能力を伴ったマネジメ
ント力を育成することを目指している。専門
力は講義や研究によって涵養することがで
きるが、理念や行動力、マネジメント力につ
いては、社会とつながった実践的な課題に、
自律的かつ長期的に取り組むことが有効で
ある。そのような実践的演習の手法として
OJE法と称した教育法を開発の実践に取り組
み、試行錯誤的に改善しながら、本研究開始
時には高い教育効果をあげるに至っていた。 
 
２．研究の目的 
OJEとは On the Job Educationの略称であり、
BE専攻で開発された新たな教育手法である。
専攻が目指す人材を育成するためには、工学
や経営学の知識を学ばせるだけでは不十分
であり、知識を活用する能力や自立的に身に
つける能力の育成を狙った実践的演習とし
て開発してきた手法である。OJE 法は BE 専
攻設立以来、10年以上をかけてブラッシュア
ップを重ねてきた。しかしながら試行錯誤的
に積み上げてきた部分が多かったため、高い
教育効果に繋がっている OJE 法の要因（た
とえば、テーマ、期間、教育的介入の有無、
チーム人数など）とそうでない要因が明らか
にされずにいた。さらに本法の改善を進め、
その教育効果の検証を蓄積しながら、OJE 法
の有効性の本質を抽出し、体系化と明示化す
ることを本計画の目的とした。 
 
３．研究の方法 
OJE法は新たな教育手法であるが故に、教員
側も数多くの試行錯誤を繰り返し、教員それ
ぞれの指導方法を確立してきたという経緯
がある。グループワークは各演習室に別れて
行われるため、各教員の指導方法の共有は、
教員連絡会議と呼ばれる年数回のミーティ
ングの場に限られていた。議事録の形で記録
は残しているものの、指導方法として体系化
する作業はされなかった。いわば、各教員が
有する知見やノウハウは暗黙知としては蓄
積されているものの、うまく共有されていな
かった。 

本研究では、教育実施者の主観にだけ基づく
のではなく、研究分担者に含めた専攻外の第
三者であり教育学の専門家（神戸大学・米谷）
の指導のもとで、十年来の記録と進行状況を
体系化し文書化を進めた。米谷は BE 専攻の
設立以来、その教育に関する外部アドバイザ
リングを継続しており、工学教育協会でも自
らその研究成果を発表している。すなわち、
OJE教育に関する暗黙知を共有するメンバー
の一人であり、教育学の専門家の立場から形
式知化を指導する適任者であった。形式知化
の具体的作業としては、教員連絡会議の議事
録、学生授業評価アンケート分析、そして米
谷による BE専攻の学生・教員・OBへのイン
タビュー・ヒアリング結果を整理し、BE 専
攻教員との議論を深めながら、OJE指導法の
ポイントを抽出し文書化した。 
 
４．研究成果 
文書化された OJE 法の指導ポイントの幾つ
かを示す。 
① 「プロセス重視」という OJE法の特徴に
ついて示す。OJE 法では、演習課題を追
求して得られる成果（アウトプット）の
優劣を競わせるのではなく、成果に至る
ために必要なプロセスを重視して学ばせ
るよう指導してきた。しかし一部の学
生・教員は、この「プロセス重視」とい
う言葉から、会議のやり方やアイデア出
しといったテクニックの習得をイメージ
してしまう場合もあった。OJE 法で本当
に重視しているは、グループワークの中
で経験する「危機」を乗り越えることに
よる相互啓発や相互成長といったアウト
カムであることを、図 1 に示すようなイ
ラストと共に文書化を行った。やや曖昧
に共有されていた指導ポイントをより明
確にすることができた。 

 
② 「プロセス」について別の観点から整理
した例を図 2 に示す。何らかのビジネス
モデルを構築するというテーマであって
も、ゴールへの進め方は様々である。技
術シーズから攻める場合とニーズから攻
める場合では検討方法がまったく異なり、
あるいはターゲット設定から洗練させて
いくという方法もありうる。教員がテー

図 1 「成果よりもプロセスを重視する」

を視覚化した図 



マを設定する際に、予め考えておかねば
ならないポイントとして整理することが
できた。 

 
 以上のような研究成果を纏めて編集し、末
尾のリストに示した書籍として出版した。こ
の書籍中では、OJE法の輪郭をはっきりさせ
るために、この実施の場である BE 専攻の教
育研究の内容やその設立の経緯、さらには
OJE法が一類型として含まれるアクティブラ
ーニングの一般論や代表的類型である PBL
法の事例も紹介し、OJE法との比較対象とし
議論を含めている。原稿執筆には、本演習の
指導に参画した経験を持つ専攻外の阪大教
員や民間企業の連携教員からの協力も得た。
本書は次のような目次から構成している。 
 
第 1章 ビジネスエンジニアリング専攻の
生い立ち、設立背景、そして意義 

第 2章 演習科目「BE研究」の概要－OJE
法とは 

第３章 OJE法の舞台裏をのぞく 

第４章 アクティブラーニングについて 

第５章 OJEの教育評価と、やってみた教員
と学生の本音 

第 6章 OJE法指導の実際 ～指導のポイン
トを教えます～ 

 
コラム１：ビジネスって何だ？ 工学系は
どんな人材を育成すべき？ 

コラム２：社会を考え続ける力 

コラム３：リーダーシップを育む OJE教育 
 
三つのコラムは本論を補足するためのもの
である。末尾には、過去に実施された演習課
題のリストと、最近年度の演習内容を企画し
た際のテーマ設定シートが添えられている。 
 この書籍は、日本有数の研究大学で研究成
果追求志向の高い工学研究科の研究者であ
る専任教員が、工学教育に求められている新
たな手法を開発し実施してきた 10 年間の記
録と現時点でのチェックアンドレビューで

ある。目的としてきた教育は、工学研究科で
学ぶ院生が、変化の速い社会や産業界に柔軟
に対応できるような、自律的な学びの態度を
身につけるように指導することであり、院生
が個々に掘り下げる工学の専門知識とそれ
が密接に連携できるようにさせることであ
る。教育学者によう客観的な調査により、こ
の OJE 法を用いたよるアクティブラーニン
グが、目的としているアウトカムを出してい
ることが本書で述べられている。またこの教
育法でポイントとしている「プロセス重視」
「すぐに教えない」などの指導ポイントが、
その良好な教育効果の要因であったことも
示されている。本書は、他大学での OJE法を
導入する際の検討材料となるように、実施内
容や手順にも詳しく触れており、展開を期待
している。 
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